
●最大引抜強度を超える荷重を掛けないでください。
●引抜強度は、使用本数に正比例しませんので、余裕のある施工をしてください。
●ヘルメット、保護メガネ、保護手袋を着用の上、施工してください。
●取付面の強度を確認してください。強度が不足している場合は取付けないでください。




